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1. 因果関係について 

 

ランダム化比較試験（Random Controlled Trials; RCT)の理念図 

 

（資料出所）龍慶昭（監修）・佐々木亮（著）『政策評価トレーニング・ブック』多賀出版、2003年、第 5章、秋吉貴雄・

伊藤修一郎・北山俊哉『公共政策学の基礎』有斐閣ブックス、2010年、第 12章を参照し、筆者作成。 

 

差の差分析（Difference-In-Difference; DID)の理念図 

 

（資料出所）中室牧子・津川友介『「原因と結果」の経済学』ダイヤモンド社、2017年。 

 

 

そのほか、因果関係分析の手法として、操作変数法、プロペンシティスコア分

析など。詳細は中室・津川（2017）を参照。 
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２．回帰分析について 

 

 

 

 

（資料出所）朝井友紀子・神林龍・山口慎太郎「保所整備と母親の就業率」『経済分析』第 191号、2016年。 

 

 

***  1%水準で有意 

**  3％水準で有意 

*  5％水準で有意 

係数 

標準誤差 
独立変数、説明変数 

従属変数、被説明変数 


